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★intra-mart Open Cloud Platform
　クラウド研修
AmazonEC2/S3と互換性のあるプライベートクラウ
ドのintra-mart Open Cloud Platformの利用方法や運用
監視について、ハンズオンで学習いただく研修です。
クラウド利用者向けコース、運用者向けコースをそれ
ぞれ１〜２日程度の内容でご用意しております。
＊個別研修は1社様向けに開催する研修コースです。
内容はご要望に応じてカスタマイズもいたします。

講師

みなさまのご参加、
お待ちしております！

大阪でも各種研修コースを
隔月で開催しております。

大阪地区でも研修開催中技術研修コース・認定試験変更のご案内

TEL（03）5549-2821　E-mail:info@intra-mart.jp
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オススメ研修PickUP
個別研修紹介

■ JavaEE フレームワーク初級・中級研修
■ IM-Workflow プログラミング研修（JavaEE 編）
従来、intra-mart のJavaEE フレームワークを利用した学習
内容となっておりましたが、更なる開発生産性向上を目指し、
Seasar プロダクトの「SAStruts」・「S2JDBC」を組み合わせた開
発手法を学習する内容へ変更いたします。
併せて、研修ルーム内の intra-mart 環境も以下最新環境を利用
します。

● JavaEEフレームワーク初級・中級研修は、8月より名称が変更いたしました。
（旧）JavaEEフレームワーク初級・中級研修コース
（新）JavaEE開発初級・中級研修コース

お申込み http://www.nttdata-kansai.co.jp/seminar/
・Web Platform Ver7.2.3 ・eBuilder Ver7.2.5
・業務スケルトン Ver1.2.1 ・IM-Workflow Ver7.2.5

講師

定期開催技術研修コース　http://www.intra-mart.jp/event-seminar/

認定試験　http://www.intra-mart.jp/event-seminar/tech.html

■ 認定試験出題範囲変更
IMS（スクリプト開発）・IMP（JavaEE 開発）認定試験の出題範囲を、BPW ワークフロー
から IM-Workflow へ変更いたします。
学習内容の詳細及び、開催日程のご確認、お申し込みは弊社ホームページにてご確認ください。

取締役
セールス＆マーケティング本部長
和田　誠

intra-martキャラバン珍道中 
in Eastern Asia

　珍道中も７月の台湾を訪問して８カ国目になりました。
言語も人種も政治体制も多様なこのアジアで、いくら柔軟な
intra-martといえども、この多様性に対応して行くのは、無理です。
では何を共通項として見るのか？珍道中の過程で分かった事もあ
りました。今回はそのご報告です。
　一般的にアジアは中小企業の集合体です。日本のような大企業
は数が少ないのです。その中小企業の中でも成長の波に乗った企
業が経済成長の恩恵を受け、より高い成長を目指しています。属
にいうSME市場とはまさにSmallがやがてMedium-Enterprisesへ
と、まさにアジア市場を表した言葉として相応しく感じます。
　また、税金徴収方法も日本と異なります。基本的に中小から徴

収されるので、日本のように大企業から徴収しておけば大体まか
なえる状況とも違います。ですので中小といえども監査が厳しく
法律を理解していないと痛い目に遭う訳で、アジアの経営トップ
たるや、法律に詳しくきちんと経費を管理していて、当然ビジネ
ス面はばっちりという、とてもかっこがいい人たちなのです。
そこで私たちは、監査が厳しくエビデンスを管理する必要がある
SME市場の企業に、intra-martが何か役立てないか？ありきたり
なコンセプトでは歯が立たないが、得意なワークフローを活用
して、プロセスとドキュメントを管理できる機能を、既存の基幹
システムへのアドオンとして提供できないか、と準備を進めて
います。
　国内では、様々な用途に利用されてきた製品だけに、アジアに
おいては、コンセプトを一つに絞ってまずは活動し、派生商談は
大歓迎というスタンスを決めました。さあ、どうなることやら。
みなさんに良い成果がご報告できるように、頑張ります。

　さて、キャラバン中、観光はゼロ。当然楽しみは食事。実は、
ここも共通項があるんですね。それは地元に必ずおいしい中華系
レストランがあるという事実。
いわゆる地元の名物料理も元は華僑達が各国の多様な気候や食材
に合わせて作り出したのが多いんですね。

お問合せ・お見積書のご依頼は、
セールス＆マーケティング本部まで
TEL：03-5549-2821　E-mail：info@intra-mart.jp
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